
北海道新幹線高速化記念キャンペーンの実施について 
－ 「東京～新函館北斗間：最速３時間５８分、新青森～新函館北斗間：最速５７分」へ －  
１ 目的 

 北海道及び青森県では、３月２６日、北海道新幹線が「開業３周年」を迎えるとともに、

３月１６日のダイヤ改正において、青函トンネル内の高速化により、東京～新函館北斗間「最

速３時間５８分」、新青森～新函館北斗間「最速５７分」が実現することから、更なる利用

促進や需要喚起を図るため、道、県、沿線自治体、期成会、ＪＲ等関係機関が一体となり、

北海道新幹線の体験ツアー等を集中的に展開し、参加者が感じた北海道新幹線の魅力等をＷ

ＥＢサイト・ＳＮＳで発信するなど、北海道新幹線の利用促進に向けたキャンペーンを実施

する。  
２ 概要 
（１）主催 

   北海道、渡島総合振興局、檜山振興局、 

青森県、北斗市、木古内町、今別町、中泊町 

   北海道新幹線建設促進期成会、北海道新幹線建設促進道南地方期成会 

 

（２）キャンペーン期間 

平成3１年２月９日（土）から平成3１年３月２６日（火）まで 

 

（3）主な内容（※別紙のとおり） 

  ○ 北海道新幹線で行く！体験ツアー等の実施 

    ⇒ 期間中、約５００名が北海道新幹線に乗車 

  ○ ＷＥＢサイト・ＳＮＳを活用した北海道新幹線ＰＲの実施 

    ⇒ ＷＥＢサイトのリニューアル発信、ツアー参加者メッセージ等のＳＮＳ発信等 

 ○ 関係機関との連携イベント等の実施 

   ⇒ 北斗市、木古内町、今別町、JR北海道等とタイアップ 

  

■【参考】青函トンネル内の高速化について  

  ○ ３月１６日に実施するダイヤ改正で、青函トンネル内の運転速度が時速１４０㎞から時速 

１６０㎞に向上し、新青森～新函館北斗間を運行する北海道新幹線の所要時間が最大４分短 

縮される。 

  ○ これにより、東京～新函館北斗間を最速で結ぶ「はやぶさ」３本（下り２本､上り１本） 

の所要時間は３時間５８分となる。 

  

（総合政策部交通政策局交通企画課交通連携グループ 内線 23-814） 

（総合政策部交通政策局新幹線推進室新幹線グループ 内線 23-803） 



北海道新幹線高速化記念キャンペーン
－ 「東京～新函館北斗間：最速３時間５８分、新青森～新函館北斗間：最速５７分」へ －

１ 北海道新幹線で行く！体験ツアー等の実施

新函館北斗駅

木古内駅

奥津軽いまべつ駅

新青森駅

２ ＷＥＢサイト･ＳＮＳを活用した北海道新幹線ＰＲの実施

３ 関係機関との連携イベント等の実施

第２回「道南を巡る縄文親子モニターツアー（3/16～17）」（新青森駅発／30名程度） 主催：道・青森県

 北海道新幹線で行く「モニターツアー」

 北海道新幹線「体験ツアー」

 北海道新幹線関連施設の「子供見学ツアー」

 新幹線駅周辺自治体と連携「北海道新幹線開業３周年記念イベント」

 「北海道新幹線とストーブ列車で行く！冬の津軽満喫ツアー（3/3）」（木古内駅発／27名）主催：木古内町

 第１回「青森を巡る縄文親子モニターツアー（2/9～10）」（新函館北斗駅発／29名）主催：道・青森県

 第１回「体験乗車会（2/16）」（新函館北斗駅発／100名）主催：道、道南期成会

第２回「体験乗車会（2/23）」（木古内駅発／100名）主催：道、道南期成会

第３回「体験乗車会（3/2）」（新函館北斗駅発／100名）主催：道、道南期成会

 「北海道新幹線で行く函館フリーツアー（3/17）」（奥津軽いまべつ駅発／40名程度）主催：中泊町

 「津軽海峡「魅惑のローカル線」の旅モニターツアー（2/23～24）」（札幌･盛岡･仙台･大宮駅発／30名程度）主催：道・青森県

 道庁ＷＥＢサイト「北海道新幹線つながるＮＡＶＩ」のリニューアル発信

 ツアー参加者メッセージ画像、道南・北東北の魅力ＰＲ動画、子供向け新幹線情報の発信

 上記サイト内ＳＮＳを活用したツアー参加者メッセージ等の発信

 北斗市「記念フォーラム（3月中旬）」「記念イベント（3/23～3/24）」、

（3/16）

（2月下旬から随時発信）

木古内町「記念トークセッション（3/24）」、今別町「記念イベント（3/23）」

主催：北海道新幹線建設促進期成会

 「津軽満喫ツアー（3/23）」（新函館北斗駅発／20名程度）主催：中泊町

 「北海道新幹線工事現場見学ツアー2019（3月下旬（調整中））」（札幌駅・新青森駅発／40名程度）

 北海道新幹線ＰＲ画像（ツアー状況含む）の発信（3/26）


